
ほ
っ

け
　
じ

奈
良
。法
華
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
第
三
六
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
八
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
岡
村
道
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
法
華
寺
境
内
の
防
災
施
設
改
修
工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
、
現
在
の
堂
舎
の

周
辺
に
幅
約

一
ｍ
の
細
長
い
ト

レ
ン
チ
を
断
続
的
に
設
定
し
た
。

調
査
面
積
は
合
計
で
約
三
二

一
ポ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

七
世
紀
前
半
の
土
坑
の
ほ
か
、

法
華
寺
創
建
以
前
と
推
測
さ
れ

る
掘
立
柱
の
遺
構
、
奈
良
時
代

以
降
江
戸
時
代
に
い
た
る
各
時

期
の
整
地
と
遺
構
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
報
告
す
る
木
簡
は
、
薬
師
堂
西
方
に

設
定
し
た
南
北
ト
レ
ン
チ
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
八
六
五
九
か
ら
出
上
し
た
。
木
簡
は

一

〇
点

今
つ
ち
削
暦
一
言
ё

で
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
属
す
る
。
央
伴
遺
物
に

は
、
板
状

・
棒
状
木
製
品
、
か
ん
な
暦
の
如
き
木
片
、
鉄
釘
な
ど
が
あ
り
、
近

世
に
お
け
る
寺
の
補
修
な
ど
に
際
し
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

九
月六
十
三

四
十
八
□
一肝仰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（滓［枷）〉〈（『の）〉（ヽ
　
〇∞Ｐ

〔八
月
ヵ
〕

②

　

□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ

Ｘ
こ

溢

ｏ解

〔
一
∵力
〕

０

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『泉

（∞ｏＸ
冨

ｏ曽

釈
読
で
き
る
三
点
の
み
の
釈
文
を
あ
げ
た
。
い
は
上
下
折
れ
、
右
割
れ
。
②

報
弟卿解
燿
坤呼
舞
胡
脇
の一鞠剛
府嶋鞠町拌脚

性
も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所
『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
　
一
一〇
〇
四
質
一
一〇
〇
四
年
）

（山
本
　
黎
Φ

(奈 良)




